
岐阜市女性防火クラブ運営協議会広報紙 「女性防火クラブだより」
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十
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十

一
月
九
日
か
ら
十

一
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
全
国

一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の

普
及
を
図
る
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
統

一
防
火
標
語
は

『
急
ぐ
日
も

足
止
め

火
を
止
め

準
備
よ
し
』
で
す
。

日

岐
阜
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
が

「令

一
月

一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

の
上
半
期
、
岐
阜
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
二
十
二
件
で
、
前
年
の
同
時

期
と
比
較
す
る
と
四
件
減
少
と
な

っ

て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
、

「た
き
火
」
、

「
こ

ん
ろ
」
が
同
数
で
最
も
多
く
九
件
、

続
い
て

「電
気
関
係
」
が
六
件
で
し

た
。火
災
に
よ
る
死
者
は

一
人
、
負
傷

者
は
七
人
で
、
前
年
の
同
時
期
と
比

較
す
る
と
死
者
が

一
人
増
加
、
負
傷

者
は
増
減
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

最
も
多
く
発
生
し
た
火
災
の
種
別

は
、
建
物
火
災
で
、
三
十

一
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
約
二
千
七

百
七
十
人
万
円
で
、
前
年
の
同
時
期

と
比
較
す
る
と
百
十
万
円
減
少
し
ま

し
た
。
一
件
で
も
火
災
を
減
ら
す
た
め
、

回
ず
さ
も
う
防
火
標
語
‥

過
去
の
大
地
震
で
は
建
物
の
倒
壊

だ
け
で
な
く
、
火
災
の
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
地
震
に
よ
る
火
災
の

過
半
数
は
、
電
気
が
原
因
で
す
。

和
七
年
安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

永
年

「家
庭
の
防
火
」
を
目
的
に
、
地
域
に
根
付
い
た
防
火

防
災
活
動
を
実
施
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞運営協議会の森会長が柴橋市長に

受賞報告を行いました。

今
年
の
火
災
概
況

▲
「
曇
曝

鮮
醒
”
〓刑

電
気
火
災
対
策
に
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
効
果
的
―

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
震
度
五
強
相

当
の
揺
れ
を
感
知
し
て
、
電
気
を
自

動
で
遮
断
し
ま
す
。

種
類
は
四
つ

○
分
電
盤
タ
イ
プ

（内
蔵
型
）
揺
れ
を

感
知
す
る
と
ブ
ザ
ー
音
が
な
り
、
一

定
時
間
の
後
電
源
が
遮
断
さ
れ
ま

す
。
電
気
工
事
が
必
要
で
す
。

○
分
電
盤
タ
イ
プ

（後
付
型
）
既
設
の

分
電
盤
に
後
か
ら
設
置
す
る
も
の
。

電
気
工
事
を
必
要
と
し
、
取
付
が
で

き
な
い
機
器
も
あ
る
の
で
、
設
置
前

に
は
確
認
が
必
要
で
す
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

差
込
型
と
埋

込
型
が
あ
り
、
揺
れ
を
感
知
す
る
と

コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
さ
れ
た
家
電

の
み
電
気
を
遮
断
し
ま
す
。

○
簡
易
タ
イ
プ

バ
ネ
や
重
り
に
よ
り

物
理
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ

チ
を
落
と
す
仕
組
み
の
も
の
。
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、
比
較
的
簡
単
に
取
り
付

け
が
可
能
で
す
。

感震ブレーカー情報

(岐阜市ホームページ)
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各
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら

「防
災
酬
練
に
参
加
し
て
」

芥
見
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
小
川

和
枝

芥
見
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

大
き
な
も
の
の
一
つ
に
防
災
訓
練
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
六
月
と
十
月

（こ
ち

ら
は
市
民
運
動
会
と
同
日
に
行
わ
れ

ま
す
）
の
年
二
回
行
い
ま
す
が
、
六
月

に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

　^　０

コ
，

六
月

一
日

（日
）
の
朝
、
八
時
四
十

分
に
各
地
で
放
送
が
か
け
ら
れ
、
芥
見

小
学
校
、
諏
訪
山
グ
ラ
ン
ド
、
龍
雲
寺
、

藍
川
中
学
校
の
計
四
か
所
の
避
難
場

所
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
て
始
ま
り
ま

し
た
ｃ
私
た
ち
防
火
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

は
ア
ル
フ
ア
米
の
炊
き
出
し
を
行
う

た
め
、
人
時
に
集
合
し
準
備
を
行
い
ま

し
た
。
炊
き
出
し
は
中
学
校
を
除
く
三

か
所
で
行
い
ま
し
た
が
、
私
は
小
学
校

担
当
で
し
た
の
で
、
小
学
校
の
様
子
を

報
告
い
た
し
ま
す
ｃ

お
米
や
具
材
に
お
湯
ま
た
は
水
を

入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
の
で
す
が
、
お
湯

だ
と
十
五
分
、
水
だ
と
六
十
分
か
か
る

た
め
、　
一
週
間
前
に
練
習
し
、
当
日
は

水
を
使
用
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
八
人

に
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
九
人
が
加

わ
り
、
出
来
上
が

っ
た
五
百
人
分
の
山

「木
田
女
性
防
火
ク
ラ
プ
の
活
動
」

本
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
松
層

早
苗

本
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
他
の
ク

ラ
ブ
よ
り
少
し
早
い
昭
和
三
十
六
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
木
田
自
治
会
連

合
会
に
所
属
す
る

「木
田
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
消
防
団
や
各
種
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
十

一
名
の
ク
ラ
ブ
役

員
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
指
導
員
講
習

会
に
指
導
者
的
立
場
の
ク
ラ
ブ
員
が

参
加
し
て
、
ク
ラ
ブ
に
知
識
を
持
ち
帰

り
、
ク
ラ
ブ
員
に
対
し
て
研
修
す
る
事

で
ク
ラ
ブ
全
体
の
防
火
、
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
赤
奉
仕
団
と
合
同
で
、
人

形
を
使
っ
て
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
を
消
防
署
の
方
に
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
年
、
本
田
地
域
の
防
災
訓
練
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
方

々
が

迅
速
に
避
難
出
来
る
よ
う
に
避
難
者

の
誘
導
訓
練
や
避
難
所
の
安
全
確
認

及
び
開
設
訓
練
や
水
防
団
と
消
防
団

と
連
携
し
な
が
ら
大
規
模
災
害
団
員

連
携
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
集
中
豪
雨
や
土
砂
災
害

山
火
事
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
が
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
に
は
、

一

人
ひ
と
り
が
常
に
防
火

・
防
災
を
心
が

け
る
事
が
必
要
で
す
。

今
後
も
自
治
会
連
合
会
や
各
手
団

体
と
連
携
し
な
が
ら

「自
助
」
「共
助
」

が
で
き
る
よ
う
に
様

々
な
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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菜
お
こ
わ
を
パ

ツ
ク
詰
め
し
、
水
と
と

も
に
参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
も
良
く
、
そ
れ
で
い

て
暑
す
ぎ
る
こ
と
も
な
く
、
訓
練
日
和

で
し
た
が
、
風
が
強
い
日
で
し
た
。
空

の
パ

ツ
ク
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、
放
水
訓

練
の
水
が
炊
き
出
し
の
テ
ン
ト
の
方

ま
で
か
か

っ
て
き
た
り
な
ど
、
小
さ
な

ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
炊
き
出
し
に
集
中

し
て
い
て
、
他
の
訓
練
に
参
加
し
た
り
、

見
学
し
た
り
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
他
の
参
加
者
の
方
は
そ

れ
ぞ
れ
訓
練
に
参
加
し
、
有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

山
菜
お
こ
わ
の
出
来
上
が
り
も
良

か

っ
た
よ
う
で
、
水
で
混
ぜ
た
だ
け
と

は
思
え
な
い
Ｌ
高
評
価
を
い
た
だ
け

ま
し
た
ｃ


